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表紙

第９回 定時株主総会

招集ご通知
開催
日時

　

2025年５月29日（木曜日）
午前10時
受付開始：午前９時30分

開催
場所

　

ベルサール六本木
グランドコンファレンスセンター
ROOM H,I
東京都港区六本木三丁目２番１号
住友不動産六本木グランドタワー９階

議案

　

取締役８名選任の件

　

本招集通知は、パソコン・
スマートフォンでも主要な 
コンテンツをご覧いただ
けます。
https://p.sokai.jp/4432/ 証券コード：4432
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招集ご通知

　株主の皆様には平素より格別のご高配を賜り、
厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第９回定時株主総会を下記のとおり
開催いたしますので、ご通知申しあげます。

代表取締役社長執行役員CEO

田中　潤

当社ウェブサイト
https://ir.wingarc.com/stock/

上記の当社ウェブサイトにアクセスいただき、「定時株主総会　第９回定時株主総会」欄より
ご確認ください。

東京証券取引所
ウェブサイト

（東証上場会社情報サービス）

https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show
上記の東証ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）にアクセスいただき、「銘柄名（会社
名）」に「ウイングアーク」又は「コード」に証券コード「4432」を入力・検索し、「基本
情報」、「縦覧書類／ＰＲ情報」の順に選択して、「縦覧書類」にある「株主総会招集通知／
株主総会資料」欄よりご確認ください。

第９回定時株主総会招集ご通知
　本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供措置事項）について電子提供措置を
とっており、インターネット上の当社ウェブサイトに掲載しておりますので、以下の当社ウェブサイトにアクセスの
上、ご確認くださいますようお願い申しあげます。
掲載用URL

　また、電子提供措置事項は、当社ウェブサイトのほか、東京証券取引所（東証）のウェブサイトにも掲載しておりま
すので、以下よりご確認ください。

　

株主の皆様へ
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招集ご通知

　社会のデジタルトランスフォーメーション（DX）が進展し、加えて近年の生成AIの急激な進化によ
り、あらゆる分野においてデータの重要性は高まっています。しかしながら、ますます複雑になるシ
ステムや専門家の不在でこれらの活用を阻む壁はまだまだ大きいのが現状です。当社は、「Empower 
Data, Innovate the Business, Shape the Future.」のビジョンのもと、データ活用のプロフェッシ
ョナルとして、これらの課題を解決し、企業の競争力向上に貢献しています。
　2025年２月期は、大企業や官公庁を中心としたDXのための旺盛な基幹システム投資や社会全体で
の帳票電子化の進展により、帳票・文書管理ソリューション（BDS）は大きく成長しました。データ
エンパワーメントソリューション（DE）におきましても、クラウド上で生成される膨大なデータの活
用に対する需要は益々強まっており、クラウドを中心に成長を続けております。これらの結果、売上
収益は前期比11.5％増の287億円と好調な結果となりました。
　今後も成長を続ける市場において、独創的な製品・サービスの開発を行い、データによる企業の変
革を通して、より良い社会の実現を目指してまいります。

（証券コード　4432）
（電子提供措置の開始日）2025年５月７日　（発送日）2025年５月14日

東京都港区六本木三丁目２番１号
ウイングアーク１ｓｔ株式会社

日時 2025年５月29日（木曜日）午前10時　受付開始：午前９時30分

場所 ベルサール六本木　グランドコンファレンスセンター　ROOM H,I
東京都港区六本木三丁目２番１号　住友不動産六本木グランドタワー９階

目的事項

報告事項 １. 第９期（2024年３月１日から2025年２月28日まで）事業報告、連結計算書類並びに会計
監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件

２. 第９期（2024年３月１日から2025年２月28日まで）計算書類報告の件

決議事項　議案　取締役８名選任の件

招集にあたっての決定事項
（１）議決権行使書において、議案に対する賛否の表示がない場合は、賛成の意思表示があったものとしてお取り

扱いいたします。
（２）書面及びインターネット等の両方で議決権行使をされた場合は、インターネット等による議決権行使を有効

な議決権行使としてお取り扱いいたします。また、インターネット等により複数回、議決権行使をされた場
合は、最後に行われたものを有効な議決権行使としてお取り扱いいたします。

記

以上
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招集ご通知

事前に議決権を行使いただく場合
　

当日ご出席いただく場合
　

書面による議決権行使 インターネット等による
議決権行使 会場でのご出席

詳細は７ページ
　

詳細は８ページ
　

詳細は７ページ
　

　本株主総会においては、書面交付請求の有無にかかわらず、一律に電子提供措置事項を記載した書面をお送りしておりま
す。
　なお、電子提供措置事項のうち、事業報告の「業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況」、連結計算書
類の「連結持分変動計算書」、「連結注記表」並びに計算書類の「株主資本等変動計算書」、「個別注記表」につきまして
は法令及び当社定款第14条の規定にもとづき、お送りする書面には記載しておりません。したがいまして、当該書面に記載
している事業報告、連結計算書類及び計算書類は、監査役及び会計監査人が監査報告を作成するに際して監査をした対象書
類の一部であります。
　電子提供措置事項に修正が生じた場合は、当社ウェブサイト及び東証ウェブサイトにその旨、修正前及び修正後の事項を
掲載させていただきます。

招集ご通知の主要なコンテンツが、
スマートフォン・パソコンでご覧いただけます。

当社では、スマートフォン等で招集ご通知の主要なコン
テンツの閲覧や議決権行使がより簡単に行えるサービス
を導入しております。
下記のURL又はQRコードによりアクセスいただきご覧く
ださい。
※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

https://p.sokai.jp/4432/
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ライブ配信のご案内

株主総会ライブ配信のご案内

配信日時 2025年５月29日（木曜日）午前10時から株主総会終了時刻まで
　

事前質問の受付についてのご案内

受付期間 2025年５月22日（木曜日）午後５時まで

　当日株主総会にご自宅等からでも株主総会の様子をご覧いただけるよう、以下のとおりインターネットに
よるライブ配信を行います。
　当日の会場撮影は、ご来場株主様のプライバシーに配慮し、議長席及び役員席付近のみとしますが、やむ
を得ずご来場の株主様が映り込んでしまう場合がございます。あらかじめご了承ください。

※機材トラブル等により、ライブ配信が実施できなくなる可能性がございます。配信の可否、状況等につきましては、随時当社ウェブサイト等に
よりご案内させていただきます。

※当日ご出席いただけない株主様が株主総会の様子をご覧いただけるよう、後日オンデマンド配信を予定しております。詳細は当社ウェブサイト
にてご案内いたします。

※SNSへの公開等、本株主総会のライブ配信映像の二次利用は、固くお断りさせていただきます。

　株主総会の開催に先立って、本総会の目的事項等に関するご質問をお受けいたします。
　以下の受付期間と５ページに記載の受付方法をご確認の上、株主総会オンラインサイトをご活用ください
ますようお願い申しあげます。
　株主様の関心が高い事項については当日ご回答させていただく予定です。
　なお、全てのご質問への回答をお約束するものではございません。
　当日取り上げることに至らなかった質問につきましては、今後の参考とさせていただきます。
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ライブ配信のご案内

株主総会オンラインサイトのアクセス方法
１．QRコードの読み取りによりログインする場合

≪議決権行使書裏面（イメージ）≫

株主総会オンラインサイト「Engagement Portal」へアクセスしてください。
①�議決権行使書裏面に記載のログインIDとパスワードを入力してください。QRコードの場合は、ログインID・パスワード

の入力は不要です。
②利用規約をご確認の上、「利用規約に同意する」にチェックしてください。
③「ログイン」ボタンをクリックしてください。

（画面はイメージです。編集等により、実際の画面とは異なる場合があります）

URL：https://engagement-portal.tr.mufg.jp/

当日ライブ配信でご覧いただく場合

④�ログイン後の画面に表示されている「当日ライブ視聴」ボタン
をクリックしてください。

当日ライブ視聴

　※�当日ライブ視聴ページには、開始時間30分前頃よりアクセス
可能となります。

⑤�当日ライブ視聴等に関するご利用規約をご確認の上、「利用規約
に同意する」にチェックし、「視聴する」をクリックしてください。

⑥当日ライブ視聴ページが表示されます。

事前質問をいただく場合

④�ログイン後の画面に表示されている「事前質問」ボタンを 
クリックしてください。

事前質問

⑤�ご質問カテゴリを選択し、ご質問内容等を入力した後、利用 
規約をご確認の上、「利用規約に同意する」にチェックし、 

「確認画面へ」ボタンをクリックしてください。
⑥�ご質問内容等をご確認後、「送信」ボタンをクリックしてくだ

さい。

※本サイトの公開期間は、2025年５月14日～2025年５月29日です。
　公開期間外は、株主様認証画面（ログイン画面）は表示されるものの、ログイン後のページにアクセスすることはできません。

２．個別のログインID・パスワードによりログインする場合
≪株主様認証画面（ログイン画面）≫

読み取り

①
②
③

「QRコード」は
株式会社デンソーウェーブ
の登録商標です。

QR
コード
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ライブ配信のご案内

ライブ配信に関する
お問い合わせ先

オンラインサイト、株主番号及びパスワードについて
三菱UFJ信託銀行株式会社
株主総会オンラインサイト
サポート専用ダイヤル（通話料無料）
0120-676-808
受付期間：５月14日（水）から株主総会終了時まで
受付時間　9:00～17:00(土、日、祝日を除く)

ライブ配信の視聴について
株式会社プロネクサス
ライブ配信コールセンター
（通話料無料）
0120-970-835
受付日時：５月29日（木）
午前９時から株主総会終了時まで

ライブ配信に関するお問い合わせについて
以下受付日時、電話番号において接続方法や視聴方法についてお問い合わせいただくことができます。

　
推奨環境

ＰＣ モバイル
Windows Macintosh iPad iPhone Android

ＯＳ※各種最新 Windows MacOS iPad OS iOS Android

ブラウザ※各種最新
Google Chrome、
Microsoft 
Edge(Chromium)

Safari、
Google Chrome Safari Safari Google 

Chrome

株主総会オンラインサイト「Engagement Portal」の推奨環境は以下のとおりです。

※上記環境においても、OS、ブラウザ固有の不具合や通信環境、端末により一部画面表示が崩れたり、正常に動作しない場合
がございます。

注意事項
【株主総会ライブ配信にかかるご留意事項】
✓ 株主総会ライブ配信をご覧いただくことは、会社法上、株主総会への出席とは認められません。そのため、株主総会において株主様に認

められている質問、議決権行使や動議の提出について、インターネット参加により行うことはできません。
✓ 議決権行使は行使期限にご留意いただき、議決権行使書の郵送や別途ご案内しているインターネット投票、または委任状等で代理権を授

与する代理人による当日のご出席をお願いいたします。
✓ 株主総会ライブ配信へのご参加は、株主様本人のみに限定させていただき、代理人等によるご参加はご遠慮いただきますようお願い申し

あげます。
✓ ご使用の端末（機種、性能等）やインターネットの接続環境（回線状況、接続速度等）により、映像や音声に不具合が生じる場合がござ

いますのであらかじめご了承ください。
✓ ご視聴いただくための通信料金等は、株主様のご負担となります。
✓ 議決権行使書を紛失された場合、上記のお問い合わせ先にて、再発行が可能です。

ただし、株主総会開催日の約１週間前を経過した場合等、お問い合わせをいただきましたタイミングによっては再発行をお受けできない
場合がございますのでご了承ください。

【ご来場にかかるご留意事項】
✓ ご質問や動議を提出する可能性のある株主様は、会場でのご参加をご検討いただきますようお願いいたします。インターネットによるラ

イブ配信をご覧の株主様からのご質問や動議の提出を受け付けることができません。ご注意ください。
✓ ご利用いただくための通信料金等は、株主様のご負担となります。
【事前質問にかかるご留意事項】
✓ ご質問は本総会の目的事項に関わる内容に限らせていただきます。
✓ ご質問は原則として、お一人様につき２問としたくご協力をお願い申しあげます。
✓ 株主様よりいただきましたご質問のうち、特に株主様のご関心が高いと思われ、且つ当社が回答可能である内容を本総会当日にご回答さ

せていただく予定です。なお、ご回答できなかったご質問は、今後の参考とさせていただきます。
✓ ご質問に対して必ずご回答することをお約束するものではありません。また、ご回答できなかった場合でも、個別の対応はいたしかねま

すので併せてご了承ください。
✓ ご利用いただくための通信料金等は、株主様のご負担となります。
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議決権行使についてのご案内

議決権行使についてのご案内
株主総会における議決権は、株主の皆様の大切な権利です。
株主総会参考書類をご検討の上、議決権を行使してくださいますようお願い申しあげます。
議決権を行使する方法は、以下の3つの方法がございます。

株主総会に
ご出席される場合

書面（郵送）で議決権を
行使される場合

インターネット等で議決権
を行使される場合

議決権行使書用紙を会場受付にご提
出ください。

議決権行使書用紙に議案の賛否をご
表示の上、切手を貼らずにご投函く
ださい。

次ページの案内に従って、議案の賛
否をご入力ください。

日　時 行使期限 行使期限

2025年５月29日（木曜日）
午前10時

(受付開始：午前９時30分)

2025年５月28日（水曜日）
午後６時到着分まで

2025年５月28日（水曜日）
午後６時入力完了分まで

議決権行使書用紙のご記入方法のご案内
こちらに議案の賛否をご記入ください。

議案

◦ 全員賛成の場合 「賛」の欄に〇印
◦ 全員反対する場合 「否」の欄に〇印
◦ 一部の候補者に反対する場合

「賛」の欄に〇印をし、
反対する候補者の番号を
ご記入ください。

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード
ログインID

仮パスワード
見 本

※議決権行使書用紙はイメージです。
書面（郵送）及びインターネット等の両方で議決権行使をされた場合は、インターネット等による議決権行使を有効な議決権行使としてお取り扱
いいたします。また、インターネット等により複数回、議決権行使をされた場合は、最後に行われたものを有効な議決権行使としてお取り扱いい
たします。

7



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告
書

2025/04/28 15:26:42 / 24173604_ウイングアーク１ｓｔ株式会社_招集通知_電子提供措置用

議決権行使についてのご案内

インターネット等による議決権行使のご案内

QRコードを読み取る方法 ログインID・仮パスワードを
入力する方法

議決権行使書用紙に記載のログインID、仮パスワードを入力する
ことなく、議決権行使サイトにログインすることができます。

議決権行使
ウェブサイト https://evote.tr.mufg.jp/

　

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。2

議決権行使書用紙に記載のQRコードを読み取ってください。1

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード

ログインID

仮パスワード

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード

ログインID

仮パスワード

※‌�「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

見 本

見 本

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。3

議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。1

議決権行使書用紙に記載された「ログインID・仮パスワード」
を入力しクリックしてください。

2

「ログインID・仮パス
ワード」を入力

「ログイン」を
クリック

※操作画面はイメージです。

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォンの操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部　ヘルプデスク
0120－173－027

（通話料無料／受付時間 ９:00～21:00）
機関投資家の皆様は、株式会社ICJの運営する機関投資家向け議決権電子行使プラットフォームをご利用いただくことが可能です。
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取締役選任議案

議案 取締役８名選任の件

候補者
番号 氏名 現在の当社における地位及び主な担当 取締役会への出席状況

（出席率）

１ うち

内
 

　
の

野
 

　
ひろ

弘
 

　
ゆき

幸 再 任
　

取締役会長
取締役会議長
指名・報酬委員長

14回／14回
（出席率100%）

２ た

田
 

　
なか

中
 

　
 

　  
じゅん

 潤 再 任
　

代表取締役 社長執行役員CEO
指名・報酬委員

14回／14回
（出席率100%）

３ しま

島
 

　
ざわ

澤
 

　
 

　
 

　
こう

甲 再 任
　

取締役 執行役員CTO
Business Data Empowerment SBU 
President

14回／14回
（出席率100%）

４ ふじ

藤
 

　
もと

本
 

　
たい

泰
 

　
すけ

輔 再 任
　

取締役 執行役員CFO
管理本部長

14回／14回
（出席率100%）

５ やま

山
 

　
ざわ

澤
 

　
こう

光
た

太
ろう

郎 再 任 社 外 独 立
　

社外取締役
指名・報酬委員

13回／14回
（出席率92.9%）

６ や

矢
 

　
じま

島
 

　
たか

孝
 

　
お

應 再 任 社 外 独 立
　

社外取締役
指名・報酬委員

14回／14回
（出席率100%）

７ お か

岡
 

　
だ

田  
しゅん

 俊   
す け

輔 再 任 社 外
　

社外取締役 13回／14回
（出席率92.9%）

８
い

飯  
いずみ

 泉   　  
かおり

 香 
（戸籍名：目次　香）

再 任 社 外 独 立
　

社外取締役
指名・報酬委員

14回／14回
（出席率100%）

再 任 …再任取締役候補者 社 外 …社外取締役候補者 独 立 …東京証券取引所届出独立役員

株主総会参考書類

議案及び参考事項

　取締役全員（８名）は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、取締役８名の選任をお願いするも
のです。取締役候補者は、次のとおりであります。

（注） 上記の取締役会出席回数に記載の回数のほか、会社法第370条及び当社定款第23条第２項の規定に基づき、
取締役会決議があったものとみなす書面決議が４回ありました。

9
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取締役選任議案

１
再 任

う ち

内
 

 
の

野
 

　
ひ ろ

弘
 

 
ゆ き

幸
1956年12月６日生（満68歳）

　

　■  所有する当社の株式数
199,000株

　■  取締役会への出席状況
14回／14回

　■  在任期間
９年

　
　

取締役候補者とした理由
内野 弘幸氏を取締役候補者とした理由は、2004年の当社創業以来2018年まで代表取締役社長として経営を牽引
してきたことに加え、2021年からは非業務執行の取締役会議長及び指名・報酬委員会委員長として客観的・中立
的な立場からコーポレート・ガバナンスの強化を進め、経営の透明性・健全性に努めており、今後においても更な
る貢献が見込まれることから、引き続き取締役候補者としたものであります。

　
 略歴並びに当社における地位及び担当
    1979年     4月 株式会社多摩ユーザック（現 株式会社内田洋行

ITソリューションズ）　入社
    1983年     1月 日本オフィスメーション株式会社　入社
    1992年     7月 翼システム株式会社　入社
    2001年     4月 翼システム株式会社　情報企画事業部部長
    2004年     3月 当社　代表取締役社長
    2006年     6月 ディジタル・ワークス株式会社　取締役
    2008年     2月 株式会社フォー・クルー　取締役
    2009年     5月 文雅科信息技術（上海）有限公司　董事

（現任）
    2011年     3月 バリオセキュア・ネットワークス株式会社

（現 バリオセキュア株式会社）代表取締役会長

    2011年     9月 SFインベストメント株式会社　代表取締役
    2014年     3月 WINGARC SINGAPORE PTE. LTD. Director
    2015年     5月 株式会社Optimus Capital　代表取締役
    2017年     5月 SPACE-TIME RESEARCH PTY. LTD.

（現 WINGARC AUSTRALIA PTY LTD）
Director（現任）

    2017年     11月 株式会社リテールマーケティングワン　取締役
    2018年     5月 当社　取締役会長（現任）
    2019年     7月 株式会社リテールマーケティングワン

取締役会長
2021年     5月 当社　取締役会議長（現任）

 重要な兼職の状況

文雅科信息技術（上海）有限公司　董事
WINGARC AUSTRALIA PTY LTD　Director
（注）在任期間は当社が設立された2016年6月から起算した期間を記載しております。
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取締役選任議案

２
再 任

た

田
 

 
な か

中
 

　
 

　
 

 
じゅん

潤
1976年11月22日生（満48歳）

　

　■  所有する当社の株式数
240,200株

　■  取締役会への出席状況
14回／14回

　■  在任期間
９年

　
　

取締役候補者とした理由
田中 潤氏を取締役候補者とした理由は、現在当社の代表取締役 社長執行役員CEOとして当社の業務執行全般を統
括し、強力なリーダーシップで経営を牽引し、企業価値向上を図るために適切な役割を果たしており、今後におい
ても更なる貢献が見込まれることから、引き続き取締役候補者としたものであります。

　
 略歴並びに当社における地位及び担当
    1999年     4月 株式会社エリスネット　入社
    2004年     9月 当社　入社
    2008年     2月 株式会社フォー・クルー　代表取締役社長
    2011年     1月 当社　執行役員
    2011年     11月 文雅科信息技術（大連）有限公司　董事長
    2012年     3月 １stネクスパイア株式会社　代表取締役
    2012年     5月 当社　取締役
    2016年     3月 文雅科信息技術（上海）有限公司　董事
    2017年     5月 当社　取締役副社長
    2017年     5月 SPACE-TIME RESEARCH PTY. LTD.

（現 WINGARC AUSTRALIA PTY LTD）
Director（現任）

    2018年 １月 株式会社Everforth　取締役（現任）
    2018年 ３月 文雅科信息技術（大連）有限公司　董事

（現任）
    2018年 ５月 当社　代表取締役社長
    2018年 ９月 SFインベストメント株式会社代表取締役

株式会社Optimus Capital　代表取締役
    2018年 10月 文雅科信息技術（上海）有限公司　董事長

（現任）
    2020年 ６月 当社　代表取締役社長兼CEO

2021年 ６月 当社　代表取締役　社長執行役員CEO（現任）
2022年 １月 株式会社traevo　取締役（現任）
2024年 ５月 株式会社トライサーブ　取締役（現任）

 重要な兼職の状況

文雅科信息技術（上海）有限公司　董事長
WINGARC AUSTRALIA PTY LTD　Director
株式会社Everforth　取締役

文雅科信息技術（大連）有限公司　董事
株式会社traevo　取締役
株式会社トライサーブ　取締役

（注）在任期間は当社が設立された2016年6月から起算した期間を記載しております。
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取締役選任議案

３
再 任

し ま

島
 

 
ざ わ

澤
 

　
 

　
 

 
こ う

甲
1981年２月９日生（満44歳）

　

　■  所有する当社の株式数
150,800株

　■  取締役会への出席状況
14回／14回

　■  在任期間
４年

　
　

取締役候補者とした理由
島澤 甲氏を取締役候補者とした理由は、現在当社の取締役 執行役員CTOとして最高技術責任者の立場から技術領
域の業務執行を統括するとともに、帳票・文書管理ソリューション及びデータエンパワーメントソリューションの
責任者として、企業価値向上を図るために適切な役割を果たしており、今後においても更なる貢献が見込まれるこ
とから、引き続き取締役候補者としたものであります。

　
 略歴並びに当社における地位及び担当
    2004年    4月 インクステクニカルサービス株式会社　入社
    2006年    10月 ダイヤモンドヘッド株式会社　入社
    2009年    7月 株式会社フォー・クルー

（現 ウイングアーク１st株式会社）入社
    2016年    3月 当社　BI技術本部長
    2016年    4月 当社　執行役員CTO兼技術本部長

    2018年    1月 株式会社Everforth　取締役（現任）
    2018年    3月 文雅科信息技術（大連）有限公司　董事長

（現任）
    2020年    3月 当社　執行役員CTO兼Cloud事業部 事業部長
    2021年    3月 当社　執行役員事業統括担当兼CTO

2021年 ５月 当社　取締役（現任）

 重要な兼職の状況

株式会社Everforth　取締役
文雅科信息技術（大連）有限公司　董事長
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取締役選任議案

４
再 任

ふ じ

藤
 

 
も と

本
 

　
た い

泰
 

 
す け

輔
1970年５月24日生（満54歳）

　

　■  所有する当社の株式数
154,800株

　■  取締役会への出席状況
14回／14回

　■  在任期間
４年

　
　

取締役候補者とした理由
藤本 泰輔氏を取締役候補者とした理由は、現在当社の取締役 執行役員CFOとして管理部門を統括しコーポレー
ト・ガバナンス及びリスク管理を担当するとともに、最高財務責任者として財務に関する業務執行を統括し資本市
場・株主との対話を通じて企業価値向上を図るために適切な役割を果たしており、今後においても更なる貢献が見
込まれることから、引き続き取締役候補者としたものであります。

　
 略歴並びに当社における地位及び担当
    1994年     4月 東興建設株式会社　入社
    2003年     9月 株式会社ケン・コーポレーション　入社
    2005年     6月 パシフィックゴルフマネージメント株式会社

入社
    2006年     3月 オグルヴィ・アンド・メイザー・ジャパン株式

会社　入社
    2007年     8月 当社　入社
    2010年     3月 当社　経理財務部長
    2011年     11月 文雅科信息技術（大連）有限公司　監事

（現任）
    2012年     5月 文雅科信息技術（上海）有限公司　監事

（現任）

    2016年     3月 当社　管理本部長兼経理財務部長
    2016年     4月 当社　執行役員CFO兼管理本部長（現任）
    2017年     5月 SPACE-TIME RESEARCH PTY. LTD.

（現 WINGARC AUSTRALIA PTY LTD）
Director（現任）

    2017年     11月 株式会社リテールマーケティングワン　監査役
    2018年     1月 株式会社Everforth　監査役（現任）
    2018年     10月 WINGARC SINGAPORE PTE. LTD.

Director（現任）
2021年 ５月 当社　取締役（現任）
2022年 ４月 株式会社traevo　監査役（現任）

 重要な兼職の状況

文雅科信息技術（大連）有限公司　監事
文雅科信息技術（上海）有限公司　監事
WINGARC AUSTRALIA PTY LTD　Director

株式会社Everforth　監査役
WINGARC SINGAPORE PTE. LTD.　Director
株式会社traevo　監査役
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取締役選任議案

５
再 任 社 外 独 立

や ま

山
ざ わ

澤
 

 
こ う

光
た

太
ろ う

郎
1956年10月８日生（満68歳）

　

　■  所有する当社の株式数
3,100株

　■  取締役会への出席状況
13回／14回

　■  在任期間
５年７カ月

　
　

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
山澤 光太郎氏を社外取締役候補者とした理由は、日本銀行及び日本取引所グループでの豊富な経験と上場企業とし
てのコーポレート・ガバナンスに関する見識を有しており、多様な視点からの経営全般に関する助言及び適切な監
督機能を期待したためです。また、同氏が選任された場合は、指名・報酬委員として当社の役員候補者の選定や役
員報酬等の決定に対し、客観的・中立的立場で関与いただく予定です。

　
 略歴並びに当社における地位及び担当
    1980年     4月 日本銀行　入行
    1988年     11月 日本銀行　香港駐在員事務所次席駐在員
    2004年     3月 日本銀行　函館支店長
    2010年     4月 株式会社大阪証券取引所　取締役常務執行役員
    2013年     1月 株式会社日本取引所グループ　常務執行役兼　

株式会社大阪証券取引所
取締役常務執行役員

    2014年     6月 株式会社日本取引所グループ　専務執行役兼　
株式会社大阪証券取引所
取締役専務執行役員

    2015年     4月 株式会社大阪証券取引所　取締役副社長
    2017年     6月 株式会社東京商品取引所　取締役
    2017年     6月 イオンフィナンシャルサービス株式会社

監査役
    2017年     7月 グローリー株式会社　特別顧問
    2018年     8月 当社　監査役
    2019年     6月 イオンフィナンシャルサービス株式会社

社外取締役（現任）
    2019年     11月 当社　社外取締役（現任）

2020年 ５月 HiJoJo Patners株式会社　社外取締役（現任）
2021年 ６月 株式会社アグリメディア　監査役
2022年 ６月 モーニングスター株式会社（現 SBIグローバル

アセットマネジメント株式会社）　社外取締役
（現任）

 重要な兼職の状況
イオンフィナンシャルサービス株式会社　社外取締役
HiJoJo Patners株式会社　社外取締役

 SBIグローバルアセットマネジメント株式会社　社外取締
役
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取締役選任議案

６
再 任 社 外 独 立

や

矢
 

 
じ ま

島
 

　
た か

孝
 

 
お

應
1957年３月８日生（満68歳）

　

　■  所有する当社の株式数
9,000株

　■  取締役会への出席状況
14回／14回

　■  在任期間
４年

　
　

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
矢島 孝應氏を社外取締役候補者とした理由は、メーカーにおけるCIO（Chief Information Officer）としての経
験や特定非営利活動法人CIO Loungeの理事長としてのIT業界における幅広い見識に基づき、経営全般とDXビジネ
スの観点から有用な助言を行っていただくことを期待したためです。また、同氏が選任された場合は、指名・報酬
委員として当社の役員候補者の選定や役員報酬等の決定に対し、客観的・中立的立場で関与いただく予定です。

　
 略歴並びに当社における地位及び担当
    1979年     4月 松下電器産業株式会社（現 パナソニック株式会

社）入社
    1997年     9月 アメリカ松下電器株式会社　MISジェネラルマ

ネージャー
    2005年     10月 松下電器産業株式会社（現 パナソニック株式会

社）理事
情報企画部長

    2010年     6月 三洋電機株式会社　執行役員

    2010年     9月 三洋ITソリューションズ株式会社
代表取締役社長

    2013年     1月 ヤンマー株式会社　執行役員
    2018年     6月 ヤンマー株式会社　取締役
    2019年     4月 特定非営利活動法人CIO Lounge　理事長

（現任）
2021年 5月 当社　社外取締役（現任）
2024年 6月 NTTコムウェア株式会社　社外取締役（現任）

 重要な兼職の状況

特定非営利活動法人CIO Lounge　理事長
NTTコムウェア株式会社　社外取締役
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取締役選任議案

７
再 任 社 外

お か

岡
 

 
だ

田
 

　
しゅん

俊
 

 
す け

輔
1963年1月22日生（満62歳）

　

　■  所有する当社の株式数
－株

　■  取締役会への出席状況
13回／14回

　■  在任年数
３年

　
　

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
岡田 俊輔氏を社外取締役候補者とした理由は、株式会社東芝での最高デジタル責任者としての豊富な経験と幅広い見
識に基づき、経営全般とデータビジネスの観点から有用な助言を行っていただくことを期待したためです。

　
 略歴並びに当社における地位及び担当

1985年 ４月 株式会社東芝　入社
2015年 ４月 株式会社東芝　インダストリアルＩＣＴソリュ

ーション社　製造・産業・社会インフラソリュ
ーション事業部長

2015年 ６月 東芝ソリューション株式会社　執行役員
2017年 ７月 東芝デジタルソリューションズ株式会社　イン

ダストリアルソリューション事業部長
2019年 ４月 東芝デジタルソリューションズ株式会社　ＩＣ

Ｔソリューション事業部長
2019年 ６月 東芝デジタルソリューションズ株式会社

取締役　ＩＣＴソリューション事業部長

2020年 ２月 東芝データ株式会社　取締役（現任）
2020年 ３月 一般社団法人ifLinkオープンコミュニティ　理事
2020年 ６月 東芝情報システム株式会社　取締役
2022年 ３月 株式会社東芝　執行役上席常務 最高デジタル

責任者
東芝デジタルソリューションズ株式会社
取締役社長

2022年 ５月 当社　社外取締役（現任）
一般社団法人ifLinkオープンコミュニティ　代表
理事（現任）
一般社団法人量子技術による新産業創出協議会　
実行委員長（現任）

2023年 12月 株式会社東芝　上席常務執行役員　最高デジタ
ル責任者（現任）

 重要な兼職の状況
東芝データ株式会社　取締役
株式会社東芝　上席常務執行役員　最高デジタル責任者

一般社団法人ifLinkオープンコミュニティ　代表理事
一般社団法人量子技術による新産業創出協議会　実行委員
長
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取締役選任議案

８

再 任 社 外 独 立

い

飯 
いずみ

泉　　
かおり

香
（戸籍名：目次　香）
1970年７月15日生（満54歳）

　

　■  所有する当社の株式数
400株

　■  取締役会への出席状況
14回／14回

　■  在任年数
２年

　

　
社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
飯泉　香氏を社外取締役候補者とした理由は、トレンドマイクロ株式会社での豊富な経験と幅広い見識に基づき、
経営全般、マーケティング及び情報セキュリティの観点から有用な助言を行っていただくことを期待したためで
す。また、同氏が選任された場合は、指名・報酬委員として当社の役員候補者の選定や役員報酬等の決定に対し、
客観的・中立的立場で関与いただく予定です。

　
 略歴並びに当社における地位及び担当

1993年 ４月 日立工機株式会社（現工機ホールディングス株
式会社）入社

2001年 ７月 トレンドマイクロ株式会社　入社
2012年 １月 トレンドマイクロ株式会社　コーポレートマー

ケティング部長
2017年 ９月 トレンドマイクロ株式会社　コーポレートマー

ケティング本部長 兼 グローバルIoTマーケティ
ング室長

2020年 10月 トレンドマイクロ株式会社　執行役員 コーポレ
ートマーケティング本部長 兼 グローバルIoTマ
ーケティング室長

2023年 ５月 当社　社外取締役（現任）
2024年 ４月 トレンドマイクロ株式会社　執行役員　マーケ

ティング本部長
2025年 １月 トレンドマイクロ株式会社　執行役員　Senior 

Director, Global Communications, Japan 
Public Relations Office（現任）

 重要な兼職の状況
トレンドマイクロ株式会社　執行役員
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取締役選任議案

(注) 1. 各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
2. 山澤 光太郎氏、矢島 孝應氏、岡田 俊輔氏、飯泉 香氏は社外取締役候補者であります。
3. 当社は、内野 弘幸氏、山澤 光太郎氏、矢島 孝應氏、岡田 俊輔氏、飯泉 香氏との間で会社法第427条第１項の規定に基づき、

同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、会社法第
425条第１項に定める最低責任限度額としており、各氏の再任が承認された場合、各氏との当該契約を継続する予定でありま
す。なお、内野 弘幸氏は社外取締役候補者ではありませんが、非業務執行取締役となる予定です。

4. 当社は、山澤 光太郎氏、矢島 孝應氏、飯泉 香氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届け出ております。
5. 役員等賠償責任保険契約の概要

当社は、保険会社との間で、取締役、監査役を被保険者として会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を
締結しており、2025年６月に更新をする予定です。本議案において各氏の選任が承認可決された場合には、各氏は引き続き被
保険者となります。
① 塡補の対象となる保険事故の概要
被保険者である役員等がその職務の執行に関し責任を負うこと、または当該責任の追及に係る請求を受けることによって生じる
ことのある損害について塡補するものです。
② 保険料
保険料は全額会社負担としております。

18



2025/04/28 15:26:42 / 24173604_ウイングアーク１ｓｔ株式会社_招集通知_電子提供措置用

コーポレートガバナンス・ハイライト

ご参考 コーポレートガバナンス・ハイライト
取締役候補者の指名にあたっての方針と手続

内野 弘幸 田中 潤 島澤 甲 藤本 泰輔 山澤 光太郎

属性 取締役会長 代表取締役社長
執行役員CEO

取締役
執行役員CTO

取締役
執行役員CFO 社外取締役

業務執行 ● ● ●

指名・報酬委員会メンバー ●
（委員長） ● ●

企業経営／経営戦略 ● ● ● ● ●

クラウド／ソフトウェア ● ● ● ●

R&D／開発 ● ●

DX／データビジネス ● ● ●

マーケティング／ブランディング ●

セキュリティ／リスクマネジメント／法務 ● ● ●

財務会計／税務 ● ●

内部統制ガバナンス ● ●

サステナビリティ ● ● ● ●

　取締役の選任については、人格・識見に優れ、当社の取締役として相応しい豊富な経験・専門性を有する人物
を候補者としております。候補者の指名にあたっては、指名・報酬委員会にて事前に諮問し、その答申を最大限
尊重して取締役会で決定しております。
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コーポレートガバナンス・ハイライト

矢島 孝應 岡田 俊輔 飯泉 香
（目次 香） 大江 修子 浅枝 芳隆 岩下 成規

社外取締役 社外取締役 社外取締役 社外監査役 社外監査役 社外監査役
（常勤）

● ●

● ● ●

● ●

●

● ●

●

● ●

● ●

● ● ●

　議案をご承認いただきました場合には、役員の構成は次のとおりとなります。なお、下記の一覧表は各取締
役・監査役の有するすべての知見・経験を表すものではなく、代表的と思われるスキルを表したものです。

以上
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当事業年度の事業の状況

1 企業集団の現況

事業報告（2024年３月１日から2025年２月28日まで）

(1) 当事業年度の事業の状況
① 事業の経過及び成果
　当社グループは、「Empower Data, Innovate the Business, Shape the Future.情報に価値を、企業
に変革を、社会に未来を。」というビジョンを掲げており、社会に存在する様々なデータを活用すること
で、多くの企業にイノベーションをもたらし、その結果として、より良い社会を実現することを目指してお
ります。

　当連結会計年度（2024年３月１日～2025年２月28日）における我が国の経済環境は、好調な業績を背
景とした企業の積極的な設備投資やインバウンド消費が堅調に推移するとともに、賃上げによる所得環境の
改善で個人消費は回復傾向にあります。また、賃金上昇分のサービス価格への転嫁が進み、内需主導の緩や
かな回復が続いている一方、海外では、米国での通商政策や中国での不動産市場の停滞、中東やウクライナ
での地政学リスク等国内経済に大きな影響を与える様々なリスクが想定されます。

　当社グループが属する企業向けIT市場は、これまで大企業を中心に積極的なDX投資が行われてきており
ましたが、クラウド化によるシステムの導入ハードルの低下といった要因から、今後は企業規模に関わらず
既存システムの刷新やモダナイゼーション、生成AIの導入を本格化する動きが加速していくと予想されま
す。また、デジタル庁が主導しているデジタルガバメントは、クラウドバイデフォルトの原則のもと官公
庁・自治体のシステムのデジタル化を強力に推し進めており、地方創生の手段としてこれらのデジタル基盤
を用いた情報連携基盤の構築やデジタルサービスの拡充が期待されています。

　このような環境のもと、企業向けIT市場は、あらゆる産業で投資が継続し、2025年は前期比8.8％増と堅
調に成長することが見込まれております（注１）。一方、クラウド市場は、クラウド移行が容易なシステム
のクラウドマイグレーションのピークは過ぎたものの、レガシーシステムやスクラッチ開発したシステムの
クラウドマイグレーションが本格化しています。さらに多くの業務で生成AIの利用拡大が見込まれているこ
とから、クラウド市場は大きく成長すると想定されています。2025年のクラウド市場は前期比21.2％増と
非常に高い成長が見込まれております（注２）
(注) 1 IDC Japan, 2024年11月「国内IT市場 産業分野別／従業員規模別／年商規模別予測、2024年～2028年」（JPJ51513024）

TABLE2 国内IT市場 産業分野別 支出額予測アップデート、2022年～2028年、企業分野小計
２ IDC Japan, 2025年２月「国内パブリッククラウドサービス市場予測、2025年～2029年」（JPJ52152425）TABLE 1 国内

パブリッククラウドサービス市場 サービスセグメント（大分類）別 売上額予測、2024年～2029年

　このような事業環境のもと、当社グループは、帳票・文書管理ソリューション（BDS）、データエンパワ
ーメントソリューション（DE）それぞれにおいて、積極的に投資を進めてまいりました。
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当事業年度の事業の状況

2024年３月

電子帳票プラットフォーム「invoiceAgent」と製造業向け生産・販売・原価管理パッ
ケージ「mcframe 7」がPeppol（注）対応で連携。取引先が異なるWeb請求システ
ムを利用している場合でもPeppolに準拠して請求データのスムーズなやり取りを実
現。

2024年５月

システムインテグレーションを核に様々なITサービスを展開する株式会社トライサー
ブの全株式を取得。当社グループのデジタル帳票基盤ソリューション及びデータ活用
ソリューションとトライサーブの豊富なシステムインテグレーションの経験を融合
し、自治体向けのクラウドサービスの開発、導入、運用を目的に共同で公共領域での
DXを推進。

2024年８月
電子帳簿保存法対応済み企業向け「プロレクチャー電帳法点検」サービスを提供開
始。電帳法を遵守した適切な運用や今後のシステム連携・拡張による運用コストの最
適化、そして法対応により増加した業務負荷軽減を支援。

2024年９月
統合帳票基盤サービス「invoiceAgent Enterprise Cloud」を11月1日より提供開
始。日単位で数十万リクエストの帳票出力、数万ユーザーによる利用、数億ファイル
の文書保管、さらに数十万件以上の受配信にスムーズに対応が可能。

2025年１月
株 式 会 社BlueMemeが 販 売 ・ サ ー ビ ス 提 供 す る 「OutSystems」 と 「SVF」
「invoiceAgent」が連携。業務システムごとに個別最適化される傾向が強い帳票運用
コストを抑え、IT部門の業務負荷の軽減を実現。

◇帳票・文書管理ソリューション（BDS）
　業務の省力化や競争力の強化を目的として大企業を中心とした基幹システムへの投資が進んでいることに
加え、企業内での帳票電子化のニーズは非常に強く、「SVF」「invoiceAgent」ともに強い需要が続いて
おります。特に「invoiceAgent」は、電子化された帳票の活用ニーズや企業間取引電子化の引き合いが多
いことから、今後の大きな成長が期待されております。本ソリューションでは、帳票をベースとした企業の
基幹業務を変革するDXソリューションを提供してまいります。

(注)  Peppol（Pan European Public Procurement Online）は、請求書（インボイス）などの電子文書をネットワーク上でやり取り
するための「文書仕様」「運用ルール」「ネットワーク」のグローバルな標準仕様であり、OpenPeppol（ベルギーの国際的非
営利組織）がその管理等を行っている。
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当事業年度の事業の状況

2024年４月

「Dr.Sum」、「MotionBoard」とクリックテック・ジャパン株式会社のデータレプ
リケーションツール「Qlik Replicate」が連携し、ERPのデータ活用コストを削減す
る「Data Activate Solution」を提供開始。ERPのデータ活用にかかる各種連携設計
の負担削減を実現。

2024年６月
BIダッシュボード「MotionBoard」とコンテンツクラウド「Box」が連携。基幹シス
テムのデータと図面や写真を含むBox内の非構造化データをMotionBoard上で統合・
可視化。製造・建設現場における分析に寄与。

2024年７月
クラウドデータベース「Dr.Sum Cloud」が「政府情報システムのためのセキュリテ
ィ評価制度（ISMAP）（注）」において、 政府が求めるセキュリティ要求を満たして
いるクラウドサービスとして登録。

2024年10月

「MotionBoard」、「Dr.Sum」と株式会社セゾンテクノロジーが提供するクラウド
型データ連携プラットフォーム「HULFT Square」間でデータを相互に連携するアプ
リケーションテンプレートを「HULFT Square」上で無償提供。データ連携スクリプ
トを利用することで、データ収集の自動化と、情報システム部門の工数削減、データ
活用の促進を図る。

2024年11月

日本アイ・ビー・エム株式会社の「金融サービス向けデジタルサービス・プラットフ
ォーム」にBIダッシュボード「MotionBoard」を連携。データの可視化や統一化、デ
ータ抽出業務、レポート業務の効率化を実現する「DSPデータ利活用BI機能」の提供
を開始。

2024年11月
株式会社シムトップスと資本業務提携契約を締結。本提携により、従来の製品連携に
加え、製造業への提案の拡大を図るとともに、現場から経営までデータに基づいた統
合型ソリューションとして提供を開始。

◇データエンパワーメントソリューション（DE）
　クラウドサービスの浸透により企業規模に関わらず、多くの企業が様々なデータを保有するようになって
います。一方、専任者の不在やシステム運用に関する問題から、蓄積されたデータを競争力向上のために活
用できている企業は多くはありません。
　当社グループは、企業のデータ活用を促進させるため、当社グループのソフトウェア・クラウドサービス
に、各業種の業務に精通しているスペシャリストのノウハウを組み合わせ、業種特有の業務を効率化する
「業種・業務ソリューション」の提供を行っております。さらに、クラウドサービスの開発に力を入れてお
り、クラウド上での大規模なデータ集計を可能とする「Dr.Sum Cloud」、様々なクラウドサービスと連携
してデータの入力や可視化を実現し、業務アプリ的な使い方が可能な「MotionBoard Cloud」は大きく成
長しております。本ソリューションでは、ビッグデータから新たな価値を生み出すDXソリューションを提
供してまいります。
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当事業年度の事業の状況

2024年12月 株式会社スリーシェイクのクラウド型データ連携ツール「Reckoner」と「Dr.Sum」
が連携。ノーコードでデータ収集から統合までのプロセス効率化を実現。

(単位：百万円)
決算期 2024年２月期 2025年２月期 増減 増減率

営業利益 7,309 8,216 907 12.4%
減価償却費及び償却費（注１） 1,288 1,433 145 11.3%
EBITDA（注２） 8,597 9,650 1,052 12.2%

(注)  ISMAP（Information system Security Management and Assessment Program）（通称：イスマップ）は、政府が求めるセ
キュリティ要求を満たしているクラウドサービスを予め評価・登録することにより、政府のクラウドサービス調達におけるセキュ
リティ水準の確保を図り、クラウドサービスの円滑な導入に資することを目的とした制度

　上記の他に、2024年４月に株式会社スマートバリューと共同で自治体向け公共施設予約システム「ラク
リザ」のリリース及びさくらインターネット株式会社とのクラウド上でのシステムの構築、運用や維持管理
を一括したサービス提供を目的とした業務提携契約の締結、2024年10月には自治体システム標準化に対応
した自治体向け業務支援ソリューション「Govlong（ガブロン）」を提供開始しており、公共領域、自治体
向けサービスの拡充を進めております。

　この結果、当連結会計年度の売上収益は28,708百万円（前期比11.5％増）、営業費用（その他の営業収
益を控除後）は、人員の採用による人件費や外注・業務委託料の増加などで20,491百万円（前期比11.1％
増）、営業利益は8,216百万円（前期比12.4％増）、税引前利益は8,253百万円（前期比13.0％増）、親
会社の所有者に帰属する当期利益は5,929百万円（前期比9.6％増）となりました。

　また、当社グループは、上記のIFRSにより規定された財務指標以外に、以下のEBITDAを重要な経営指標
と位置付けております。

(注) 1. 2020年２月期より、IFRS第16号の適用により、オフィスの賃借契約に係る使用権を使用権資産として認識しており、当該資産
に係る減価償却費も併せて計上しておりますが、EBITDA算出におきましては、「減価償却費及び償却費」からは当該使用権資
産に係る減価償却費を除いております。

2. EBITDA＝営業利益＋減価償却費及び償却費
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当事業年度の事業の状況

≪ソリューション別売上収益≫ (単位：百万円)

ソリューション区分 2024年２月期 2025年２月期 増減 増減率

帳票・文書管理
ソリューション

SVF 14,146 15,288 1,142 8.1%
invoiceAgent 2,095 2,273 177 8.5%

その他 251 1,199 948 376.4%
小計 16,494 18,761 2,267 13.7%

データエンパワーメント
ソリューション

Dr.Sum 3,063 3,398 334 10.9%
MotionBoard 3,652 3,760 107 2.9%

その他 2,541 2,787 245 9.6%
小計 9,258 9,946 687 7.4%

合　　計 25,752 28,708 2,955 11.5%

　EBITDAは、営業利益、減価償却費及び償却費の増加により9,650百万円（前期比12.2％増）と増加しま
した。

　当社グループは、「データエンパワーメント事業」を単一の報告セグメントとしておりますが、提供して
いるソフトウェア及びサービスの性質により、企業の基幹業務を支える「帳票・文書管理ソリューション」
と、様々なデータを活用し、今までにない新たな価値を生み出す「データエンパワーメントソリューショ
ン」の２つに売上収益を区分しております。

（帳票・文書管理ソリューション）
　当ソリューションは、企業の基幹業務に必須である請求書や納品書等の帳票類を設計・運用を行うソフト
ウェア及びサービスである「SVF」及び企業間取引の電子化を実現する「invoiceAgent」が主な構成要素
となっております。
　「SVF」は、大企業や官公庁を中心とした基幹システムへの大型投資が継続したことにより、ライセン
ス/サービスは前期比13.2％増と前年を大きく上回りました。保守については一部解約があったものの好調
なライセンス受注により、ほぼ前年並みの前期比1.1％増となりました。クラウドサービスについては、
様々なクラウドサービスの帳票需要を取り込み、前期比18.8％増と前年を大きく上回りました。この結
果、売上収益は15,288百万円（前期比8.1％増）となりました。
　「invoiceAgent」は、前年の大型案件の反動により、ライセンス/サービスは前期比69.7％減と前年を
大きく下回りました。保守については、契約を順調に積み上げたことから、前期比15.4％増と前年を大き
く上回りました。クラウドサービスについては、2024年１月の改正電子帳簿保存法の施行後も企業帳票の
デジタル化がさらに進展していることから契約社数が順調に増加し、前期比41.8％増と前年を大きく上回
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当事業年度の事業の状況

りました。この結果、売上収益は2,273百万円（前期比8.5％増）と前年から増加となりました。
　「その他」は、新たに株式会社トライサーブの売上収益を連結したことから、前期比376.4％増と前年を
大きく上回りました。
　この結果、当ソリューションの売上収益は18,761百万円（前期比13.7％増）となりました。

（データエンパワーメントソリューション）
　当ソリューションは、企業が保有するデータを統合・処理・分析・可視化することにより、業務の効率化
や生産性の向上を実現するソフトウェア及びサービスである「Dr.Sum」「MotionBoard」が主な構成要素
となっております。
　「Dr.Sum」は、データ活用の幅広い需要を取り込んだことからライセンス/サービスは前期比14.5％増
と前年を大きく上回りました。保守については、前期比4.0％増と堅調に推移しました。クラウドサービス
については、大企業を中心に販売が好調に推移し、前期比47.5％増と前年を大きく上回りました。この結
果、売上収益は3,398百万円（前期比10.9％増）となりました。
　「MotionBoard」は、前年の大型案件の反動により、ライセンス/サービスは前期比24.3％減と前年を
大きく下回りました。保守については、契約を順調に積み上げたことから、前期比9.0％増と前年を上回り
ました。クラウドサービスについては、様々なサービスとの提携を通して着実に契約社数を積み上げた結
果、前期比15.3％増と前年を大きく上回りました。この結果、売上収益は3,760百万円（前期比2.9％増）
となりました。
　「その他」は、大企業を中心に導入サービスの需要が非常に強く、前期比9.6％増と前年を上回りまし
た。
　この結果、当ソリューションの売上収益は9,946百万円（前期比7.4％増）となりました。

26



2025/04/28 15:26:42 / 24173604_ウイングアーク１ｓｔ株式会社_招集通知_電子提供措置用

当事業年度の事業の状況

≪契約区分別売上収益≫ (単位：百万円)

契約区分 2024年２月期 2025年２月期 増減 増減率
ライセンス/サービス 9,844 11,213 1,369 13.9%

リカーリング

保守 10,579 10,880 300 2.8%
クラウド 4,283 5,245 962 22.5%

サブスクリプション 1,045 1,368 322 30.9%
小計 15,908 17,494 1,585 10.0%

合　　計 25,752 28,708 2,955 11.5%

　また、当社グループが提供するソフトウェア及びサービスについては、ソフトウェアライセンスや導入時
のサービス提供等継続的な契約を前提としない取引と、ソフトウェアの保守サポート契約、サブスクリプシ
ョン契約やクラウドサービスの利用契約のような継続的な契約を前提とした取引により構成されています。
継続的な契約を前提とした取引は、導入企業が増加するにつれて年々売上収益が積みあがるリカーリングビ
ジネスと呼ばれる収益モデルであり、これらのビジネスから得られる収益（リカーリングレベニュー）は、
当社グループの収益の安定化と継続的な拡大に大きく貢献しております。

（注）より詳細な情報につきましては、当社ＩＲサイト（https://ir.wingarc.com/）財務情報ページ内の
最新の「FACT BOOK」をご参照下さい。
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帳票・文書管理ソリューション（BDS）
企業間で流通する請求書や契約書などの文書をデジタル化し、企業間の文書流通プラットフォームである
「invoiceAgent」で文書データの受け渡しを行うことで、企業間DXを実現します。

帳票の柔軟な設計と
安定した運用を実現

場所を選ばない電子文書活用
企業間の取引データの連携

帳票の
設計

帳票の
保管

帳票の
流通

帳票の
出力

2023/2

14,354

5,895

8,458

2024/2

16,494

6,292

10,202

2025/2

18,761

7,558

11,203

契約区分別売上推移 （単位：百万円）
■ ライセンス/サービス　■ リカーリング

2023/2

14,354

13,086

1,122
145

2024/2

16,494

14,146

2,095

251

2025/2

18,761

15,288

2,273

1,199

製品別売上推移
■ SVF　■ invoiceAgent　■ その他

（単位：百万円）
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帳票・文書管理ソリューション（BDS）
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データエンパワーメントソリューション（DE）
当社独自のテクノロジーと業種・業務の知見を組み合わせることでデータの価値を最大化し、ビジネスの
変革を促す企業内DXを実現します。

ビッグデータを
収集・蓄積し超高速集計

データをリアルタイムに可視化

データの収集・
蓄積

データの
仮想統合

データの
リアルタイム
可視化

データの
集計

2023/2

7,994

2,988

5,005

2024/2

9,258

3,552

5,706

2025/2

9,946

3,655

6,290

契約区分別売上推移 （単位：百万円）
■ ライセンス/サービス　■ リカーリング

2023/2

7,994

2,929

2,982

2,082

2024/2

9,258

3,063

3,652

2,541

2025/2

9,946

3,398

3,760

2,787

製品別売上推移
■ Dr.Sum　■ MotionBoard　■ その他

（単位：百万円）
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データエンパワーメントソリューション（DE）
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注力事業ハイライト
高成長を続けるクラウドビジネス
それぞれのクラウドサービスが大きく成長。特に「invoiceAgent」は法改正の追い風を受け急拡大し、 
クラウド全体を大きく押し上げている。今後もサービス強化に積極的な投資を行い、更なる成長を目指し
ていく。

2020年
2月期

2023年
2月期

1,674

532

6
228
15

891

5,245

729

478

933

1,358

1,744

4,283

703

324

785

957

1,512

3,140

675

192

594

451

1,226

2,611

690

65

448

239

1,166

2,156

609

22
319
63

1,141

2022年
2月期

2021年
2月期

2024年
2月期

2025年
2月期

クラウド売上推移
■ その他
■ Dr.Sum
■ SVF Cloud
■ invoiceAgent
■ MotionBoard

（百万円）

成長率（2025年２月期）

47.5％

18.8％

41.8％

15.3％

超高速クラウドDWH

クラウド帳票サービス

電子帳票プラットフォーム

情報活用ダッシュボード
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注力事業ハイライト
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当事業年度の事業の状況（設備投資の状況等）、財産及び損益の状況

② 設備投資の状況
　当社グループでは、社内インフラの整備、当社組織の拡張、研究開発機能の充実及び持続的な事業成長を
支える経営基盤の強化を目的として計画的、継続的に設備投資を実施しております。
　当連結会計年度における設備投資は、主に新規技術設備開設に伴う工事、業務効率化を目的とした基幹シ
ステム刷新や顧客管理システム改修に伴う社内インフラ用のソフトウェア、サーバー機器及びネットワーク
機器の取得などにより、総額888百万円となりました。

③ 資金調達の状況
　該当事項はありません。

④ 事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況
　該当事項はありません。

⑤ 他の会社の事業の譲受けの状況
　該当事項はありません。

⑥ 吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
　該当事項はありません。

⑦ 他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況
　当社は、2024年５月31日付で株式会社トライサーブの全株式を取得し、同社を連結子会社といたしまし
た。

区　　分 第６期
(2022年２月期)

第７期
(2023年２月期)

第８期
(2024年２月期)

第９期
(当連結会計年度)
(2025年２月期)

売上収益 (百万円) 19,833 22,349 25,752 28,708
営業利益 (百万円) 5,986 5,945 7,309 8,216
税引前利益 (百万円) 5,910 5,860 7,304 8,253
親会社の所有者に帰属する
当期利益 (百万円) 4,352 4,401 5,411 5,929

基本的１株当たり当期利益 (円) 132.30 129.54 158.05 171.97
資産合計 (百万円) 58,919 62,550 65,950 68,436
親会社の所有者に帰属する
持分 (百万円) 30,543 34,516 39,074 41,792

１株当たり親会社所有者帰
属持分 (円) 901.71 1,012.47 1,136.24 1,209.85

(2) 財産及び損益の状況
国際会計基準（IFRS）
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重要な親会社及び子会社の状況、対処すべき課題

会社名 資本金 当社の
議決権比率 主要な事業内容

株式会社トライサーブ 50百万円 100.00％ ソフトウェアの開発及び販売
株式会社Everforth 34百万円 100.00％ クラウドサービスの提供
株式会社traevo 256百万円 50.96％ クラウドサービスの提供

文雅科信息技術（上海）有限公司 21,437千人民元 100.00％ ソフトウェア・クラウドサービスの販売
及び保守サポートの提供

文雅科信息技術（大連）有限公司 827千人民元 100.00％ ソフトウェアの開発
WINGARC SINGAPORE
PTE. LTD.

200千
シンガポールドル 100.00％ ソフトウェア・クラウドサービスの販売

及び保守サポートの提供

WINGARC AUSTRALIA PTY LTD 21,064千豪ドル 100.00％ ソフトウェア・クラウドサービスの販売
及び保守サポートの提供

(3) 重要な親会社及び子会社の状況
① 親会社の状況
　該当事項はありません。
② 重要な子会社の状況

（注）当社は、2024年５月31日付で株式会社トライサーブの全株式を取得し、子会社といたしました。

(4) 対処すべき課題
　当社グループは、以下の点を主な経営課題と認識しております。
① クラウドビジネスの拡大
　現在の当社グループの売上収益の大半は、オンプレミスソフトウェアから生み出されておりますが、企業
のＤＸへの取組みが広がる中、迅速な導入が可能で初期コストが低く、他のシステムとの連携が容易なクラ
ウドサービスの市場は拡大しております。このような環境の中、当社グループは2022年１月に発表した
「中期経営方針」でクラウドをベースとした「企業のＤＸを推し進めるデータプラットフォームの実現」を
掲げ、2022年２月期から2027年２月期のクラウド売上の年平均成長率40％及び2027年２月期の全社売
上に占めるクラウド売上比率40％を目標としております。なお、2025年２月期におけるクラウド売上の成
長率は前期比22.5％、全社売上に占めるクラウド売上比率は18.3％であるため、目標達成に向けクラウド
サービスの強化を進めてまいります。
・開発体制の強化
　当社グループでは、クラウドサービスに関する継続的な新機能の開発や性能向上のため、開発体制の強化
を進めておりますが、優秀なエンジニアの獲得はますます難しい状況になっております。最先端技術への積
極的な取組みや働き方改革を進め、エンジニアにとって魅力的な環境を提供するとともに、外部リソースも
活用し、柔軟な開発体制を構築してまいります。
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重要な親会社及び子会社の状況、対処すべき課題

・アライアンスの推進
　当社グループが提供するクラウドサービスは、当社グループのみがサービスを提供するのではなく、様々
な特徴を持つ企業と密に連携することで、スピーディに包括的なサービスを提供することを目指しておりま
す。今後もサービスレベル向上のため、様々な企業との連携を行ってまいります。

② リカーリングビジネスの拡大
　当社グループは、製品、サービスの一度限りの提供ではなく、継続的に顧客にサービス提供を行い、その
対価をサービスの提供期間に応じて受け取る「リカーリングビジネス」を推進しております。「リカーリン
グビジネス」の利点は、業績の安定化、業績の予見性の向上、顧客とのリレーションシップの維持等です
が、一方で、顧客の維持管理コストの増加等のデメリットもあります。そのため、当社は「リカーリングビ
ジネス」に特化した部署を組織し、上述したシステムによる効率的な顧客管理と専任チームによる離脱防止
対策を行うとともに、顧客への追加商材の提案による売上の向上を目指しております。2022年１月に発表
した「中期経営方針」では、2027年２月期にリカーリング比率75％を目標としております。なお、2025
年２月期における「リカーリングビジネス」に係る売上である「リカーリングレベニュー」の売上全体に占
める比率（リカーリング比率）は60.9％であり、売上の拡大と共に当該比率の向上に努めてまいります。
・契約継続率の維持向上
　「リカーリングビジネス」は一度契約していただいた顧客に如何に継続的にご利用いただくかが最も重要
となるため、当社グループでは、「契約継続率」をKPIとしております。専門部署にて顧客の利用状況や課
題をヒアリングし、きめ細かな対応を行うことにより、当該数値の維持向上に努めております。2025年２
月期における「契約継続率」は93.7％となります。

③ 公共領域への進出
　総務省やデジタル庁が中心となり、人的・財政的負担を軽減し、地域の実情に即した住民サービスの向上
に注力できるようにするとともに、新たなサービスの迅速な展開を可能とすることを目指し、各自治体の情
報システムを標準化する取り組みが2025年度を目途に進められております。当社グループは、これまでも
多くの自治体にソフトウェアやクラウドサービスを提供してまいりましたが、今後は新たな自治体向けソリ
ューションを提供し、自治体職員の業務不可低減や自治体サービス向上に資する取り組みを行ってまいりま
す。
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重要な親会社及び子会社の状況、対処すべき課題

④ サステナビリティへの取り組み
　当社グループは「Empower Data, Innovate the Business, Shape the Future. 情報に価値を、企業に
変革を、社会に未来を。」というコーポレートビジョンのもと、加速度的に増加する知識・情報といったデ
ータの共有・活用によって、地域や年齢、性別、人種などによる制約を受けず、一人ひとりのパフォーマン
スを最大化させることが社会課題の解決につながると考えています。
　当社グループのサステナビリティとは、当社グループサービスの提供により、ヒトや組織がエンパワーさ
れ、データ駆動型社会を形成し、より良い社会を生み出していく再生的なシステムを創ることです。
　そのため当社グループの事業の存続と活動にとって欠かせないステークホルダー及び持続的成長のために
必要な取り組むべき重要課題（マテリアリティ）の特定を行い、当社グループビジョンを実現させるべく、
それら重要課題に沿ったサステナビリティへの取り組みを推進してまいります。
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ウイングアーク１ｓｔグループのサステナビリティ

サステナビリティビジョン

私たちは、ヒトと共に
“データの力”でより良い社会を創生します。

当社のサステナビリティとは、当社サービスの提供により、ヒトや組織が 
エンパワーされ、データ駆動型社会を形成し、より良い社会を生み出してい
く再生的なシステムを創ることです。

マテリアリティ

外部評価

１ 社会課題を解決するサービスの提供
働き方イノベーション

• �気候変動や疾病の蔓延に対応する次世代の 
ワークスタイルの推進

• 次世代のインストア接客の実現
• 高生産性、高付加価値業務へのシフト促進

• 衛生管理ノウハウのデジタル化
• 運輸事業者の経営効率化及びサプライチェーン変革
• 社内情報、企業間での様々なデータ流通の加速

ウイングアーク１ｓｔサービスを生み出す基盤づくり

主な
取り組み

主な
取り組み

主な
取り組み

人権、DE＆I

• 人権方針の策定、差別撤廃
• 多様性の尊重、イノベーション創出
• 女性活躍支援、意思決定機関への参画
• 障害者活躍支援
• 健康とQOLの増進

主な
取り組み

環境マネジメントデジタル・トランスフォーメーション（DX）

• 環境方針の策定
• グリーン調達
• 環境マネジメントシステムの導入
• 環境負荷低減に寄与するサービスの提供

主な
取り組み

主な
取り組み

コミュニティ支援BIG DATA活用

• 子どもたちへの平等なIT教育機会の提供
• スポーツ産業振興
• 社会課題解決NPO支援
• IT教育やデジタルシステムでの地方創生

• データ駆動型社会の実現
• ITによる安定的な行政サービスの支援
• データ活用リテラシーの向上
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サステナビリティ
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主要な事業内容、主要な営業所及び工場

事業区分 事業内容

データエンパワーメント事業 データを利用した、企業や社会に様々な価値をもたらすソフトウェアや
クラウドサービスの提供

(5) 主要な事業内容（2025年２月28日現在）

本　社 東京都港区

事業所 札幌オフィス（北海道札幌市）、新潟オフィス（新潟県新潟市）、
名古屋オフィス（愛知県名古屋市）、大阪オフィス（大阪府大阪市）

株式会社トライサーブ 本社（東京都豊島区）

株式会社Everforth 本社（東京都渋谷区）

株式会社traevo 本社（東京都港区）

文雅科信息技術（上海）有限公司 中華人民共和国上海市

文雅科信息技術（大連）有限公司 中華人民共和国遼寧省大連市

WINGARC SINGAPORE PTE. LTD. シンガポール共和国

WINGARC AUSTRALIA PTY LTD オーストラリア連邦ビクトリア州メルボルン市

(6) 主要な営業所及び工場（2025年２月28日現在）
① 当社

② 子会社
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使用人の状況、主要な借入先の状況、その他企業集団の現況に関する重要な事項

事業区分 使用人数 前連結会計年度末比増減
データエンパワーメント事業 1,002（74）名 121名増（１名減）

使用人数 前事業年度末比増減 平均年齢 平均勤続年数
819（74）名 43名増（１名減） 40.8歳 5.5年

(7) 使用人の状況（2025年２月28日現在）
① 企業集団の使用人の状況

(注) 1. 当社は、「データエンパワーメント事業」を単一の報告セグメントとしているため、セグメント別の記載はしておりません。
2. 使用人数の（外書）は、派遣社員の最近１年間の平均雇用人員であります。
3. 使用人数が前連結会計年度末に比べて増加した主な理由は、2024年５月31日付で株式会社トライサーブを連結子会社化したた

めであります。

② 当社の使用人の状況

(注) 1. 当社は、「データエンパワーメント事業」を単一の報告セグメントとしているため、セグメント別の記載はしておりません。
2. 使用人数の（外書）は、派遣社員の最近１年間の平均雇用人員であります。
3. 平均勤続年数は、旧ウイングアーク１ｓｔ株式会社を吸収合併した2016年６月以降の勤続年数を記載しております。

借入先 借入額
シンジケートローン（注） 8,571百万円

(8) 主要な借入先の状況（2025年２月28日現在）

（注）シンジケートローンは、株式会社三菱UFJ銀行を幹事とする３社の協調融資によるものであります。

(9) その他企業集団の現況に関する重要な事項
　該当事項はありません。
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会社の現況

2 会社の現況

① 発行可能株式総数 120,000,000株
② 発行済株式の総数 34,932,870株

③ 株主数 3,425名
④ 大株主

株主名 持株数 持株比率
IW.DXパートナーズ株式会社 7,643,470株 22.02％
東芝デジタルソリューションズ株式会社 4,604,700 13.27
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 2,714,100 7.82
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 1,755,300 5.06
モノリス有限責任事業組合 1,400,000 4.03
ＮＯＲＴＨＥＲＮ ＴＲＵＳＴ ＣＯ．（ＡＶＦＣ） ＲＥ ＵＫＵ
Ｃ ＵＣＩＴＳ ＣＬＩＥＮＴＳ ＮＯＮ ＬＥＮＤＩＮＧ １０ＰＣ
Ｔ ＴＲＥＡＴＹ ＡＣＣＯＵＮＴ

1,034,700 2.98

ＴＨＥ ＮＯＭＵＲＡ ＴＲＵＳＴ ＡＮＤ Ｂ
ＡＮＫＩＮＧ ＣＯ．，ＬＴＤ． ＡＳ ＴＨＥ 
ＴＲＵＳＴＥＥ ＯＦ ＲＥＰＵＲＣＨＡＳＥ 
ＡＧ ＦＵＮＤ ２０２４－０９ （ＬＩＭＩＴ
ＥＤ ＯＴ ＦＩＮＡＮＣ ＩＮ ＲＥＳＡＬＥ 
ＲＳＴＲＣＴ）

604,300 1.74

鈴与株式会社 537,300 1.55
ＪＰ ＭＯＲＧＡＮ ＣＨＡＳＥ ＢＡＮＫ ３
８０６８４ 517,600 1.49
ＧＯＬＤＭＡＮ，ＳＡＣＨＳ ＆ ＣＯ．ＲＥ
Ｇ 500,233 1.44

(1) 株式の状況（2025年２月28日現在）

（注）新株予約権の権利行使により、発行済株式の総数は109,800株増加しております。

(注) １．当社は、自己株式を228,664株所有しております。
２．持株比率は発行済株式の総数から自己株式を控除し、「役員報酬BIP信託」導入において設定した日本マスタートラスト信託銀

行株式会社（役員報酬BIP信託口）が保有する当社株式160,764株を含めて算定しております。
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会社の現況

株式数 交付対象者数
取締役（社外取締役を除く） 28,162株 ４名
社外取締役 1,903株 3名

⑤ その他株式に関する重要な事項
　当社は、2021年５月27日開催の第５回定時株主総会において、当社の取締役及び執行役員（いずれも国
内非居住者を除く。）を対象に、報酬と業績との連動性をより明確にし、中長期的な業績向上と企業価値増
大への貢献意識を高めることを目的として、業績連動型株式報酬制度の導入を決議し役員報酬BIP信託と称
される仕組みを採用しております。
　なお、2025年２月28日現在、「役員報酬BIP信託」の所有する当社株式数は、160,764株であります。

⑥ 当事業年度中に職務執行の対価として当社役員に交付した株式の状況
　当事業年度中に交付した株式報酬の内容は次のとおりです。
取締役に交付した株式の区分別合計

(2) 新株予約権等の状況
　該当事項はありません。
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会社の現況

会社における地位 氏名 担当及び重要な兼職の状況

取締役会長 内　野　弘　幸
取締役会議長
指名・報酬委員長
文雅科信息技術（上海）有限公司　董事
WINGARC AUSTRALIA PTY LTD　Director

代表取締役
社長執行役員CEO 田　中　　　潤

指名・報酬委員
文雅科信息技術（上海）有限公司　董事長
WINGARC AUSTRALIA PTY LTD　Director
株式会社Everforth　取締役
文雅科信息技術（大連）有限公司　董事
株式会社traevo　取締役
株式会社トライサーブ　取締役

取締役 執行役員CTO 島　澤　　　甲
Business Data Empowerment SBU　President
株式会社Everforth　取締役
文雅科信息技術（大連）有限公司　董事長

取締役 執行役員CFO 藤　本　泰　輔

管理本部長
文雅科信息技術（大連）有限公司　監事
文雅科信息技術（上海）有限公司　監事
WINGARC AUSTRALIA PTY LTD　Director
株式会社Everforth　監査役
WINGARC SINGAPORE PTE. LTD.　Director
株式会社traevo　監査役

取締役 山　澤　光太郎
指名・報酬委員
イオンフィナンシャルサービス株式会社　社外取締役
HiJoJo Patners株式会社　社外取締役
SBIグローバルアセットマネジメント株式会社　社外取締役

取締役 矢　島　孝　應
指名・報酬委員
特定非営利活動法人CIO Lounge　理事長
NTTコムウェア株式会社　社外取締役

(3) 会社役員の状況
① 取締役及び監査役の状況（2025年２月28日現在）
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会社の現況

会社における地位 氏名 担当及び重要な兼職の状況

取締役 岡　田　俊　輔
東芝データ株式会社　取締役
株式会社東芝　上席常務執行役員　最高デジタル責任者
一般社団法人 ifLinkオープンコミュニティ 代表理事
一般社団法人 量子技術による新産業創出協議会 実行委員長

取締役 飯　泉　　香
（戸籍名：目次　香）

指名・報酬委員
トレンドマイクロ株式会社　執行役員

監査役 大　江　修　子 TMI総合法律事務所　パートナー弁護士
カルビー株式会社　社外監査役

監査役 浅　枝　芳　隆 株式会社島根銀行　社外取締役
アスクル株式会社　社外監査役

常勤監査役 岩　下　成　規

(注) １. 取締役のうち、山澤 光太郎氏、矢島 孝應氏、岡田 俊輔氏及び飯泉 香氏は社外取締役であります。
２. 監査役は全員が社外監査役であります。
３. 社外取締役 山澤 光太郎氏、矢島 孝應氏及び飯泉 香氏、社外監査役 大江 修子氏、浅枝 芳隆氏及び岩下 成規氏は東京証券取引

所の定めに基づく独立役員として届け出ております。
４. 社外監査役 浅枝 芳隆氏は公認会計士であり、岩下 成規氏は金融機関で長年にわたり財務関連業務に携わっており、財務・会計

に関する相当程度の知見を有しております。

② 責任限定契約及び役員等賠償責任保険契約の内容の概要
　当社は会社法第427条第１項の規定により、各取締役（業務執行取締役等である者を除く。）及び各監査役と、同法
第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。
　当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が定める額を上限としております。なお、当該責任限定が認められ
るのは、当該取締役及び監査役がその職務を行うにつき善意でありかつ重大な過失がないときに限られております。
　当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を締結しております。当該
保険契約の被保険者は当社及び連結子会社の各取締役及び各監査役であり、保険料は当社が全額負担しております。た
だし、被保険者の職務の執行の適正性が損なわれないようにするため、背信行為、犯罪行為、詐欺的な行為（不作為を
含みます。）または法令に違反する場合には、填補の対象としないこととなっております。なお、当該保険契約による
補填対象となった保険事故は発生しておりません。

42



2025/04/28 15:26:42 / 24173604_ウイングアーク１ｓｔ株式会社_招集通知_電子提供措置用

会社の現況

③ 取締役及び監査役の報酬等
イ.役員報酬等の決定方針
（１）役員報酬等の決定方針の決定方法
　当社は2024年4月11日の取締役会において、取締役の個人毎の報酬等の決定方針を決議しております。取締役等の個
人毎の報酬額の決定に際しては、株主総会で決議された報酬総額の限度内において、過半数が独立社外取締役で構成さ
れる指名・報酬委員会に事前に諮問し、その答申を受けております。取締役会は、取締役の個人毎の報酬等の決定を指
名・報酬委員会の答申を最大限尊重することを条件に代表取締役社長執行役員CEOに委任しております。
　また、取締役会は当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等について、報酬等の内容の決定方法及び決定された報酬
等の内容が当該決定方針と整合していることや、指名・報酬委員会からの答申が尊重されていることを確認しており、
当該決定方針に沿うものであると判断しております。

（２）役員報酬等の決定方針
　当社の取締役及び執行役員（以下、「取締役等」）の報酬は、次の２つの目的を実現するための制度になっておりま
す。①業務執行取締役等（業務執行取締役及び執行役員）においては、業績の拡大と中長期的な企業価値向上への貢献意
識を高めること、②非業務執行取締役においては、業務執行への適切なガバナンス機能を果たすことを目的とします。
　取締役等の報酬はａ．固定報酬である基本報酬、b．業績連動賞与、c．業績連動型株式報酬から構成されています。
報酬限度額は取締役に対する金銭報酬（上述のａ．基本報酬とb．業績連動賞与の合計額）を2016年10月14日開催の
臨時株主総会において年額550百万円以内（支給対象は定款上の取締役の員数の上限9名）としております。また、取締
役等に対する株式報酬（上述のc．業績連動型株式報酬）は、2021年5月27日開催の第5回定時株主総会において、3事
業年度ごとに600百万円以内、300,000株を上限（１事業年度に換算すると200百万円以内、100,000株）としてお
り、2024年5月30日開催の第8回定時株主総会で更に3事業年度延長しております。
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報酬に占める

割合
報酬テーブル 業績連動指標

対象者

決定方針業務

執行

非業務

執行

①　基本報酬

50％~80％

職責を基に

予め定めた

テーブル

－ 〇 〇

業務執行取締役等においては、業務執行の職責を基に

定める等級別にあらかじめ定められた報酬を毎月支給

するものとし、非業務執行取締役の報酬につきまして

は、取締役の社会的地位、会社への貢献度及び就任の

事情等を総合的に勘案して決定しております。

②　業績連動賞与

15％~25％*1

定 量 評 価 分

（80%）

連結売上収益

（50%）

連結当期利益

（50%）

〇 ×

業績連動賞与は業務執行取締役等に年1回支給し、非

業務執行取締役には支給いたしません。個人毎の報酬

額は、指名・報酬委員会が定めたルールにおいて、賞

与の計算方法を定めております。 具体的には、業績と

の連動性を高めることを目的とし、連結売上収益及び

連結親会社の所有者に帰属する当期利益の定量項目と

業務執行における定性項目から構成される評価に基づ

き、各業務執行取締役等の賞与を決定するものとして

おります。賞与に占める定量項目と定性項目の標準的

な割合は8:2となっています。なお、支給対象者にお

ける報酬総額（ａ＋ｂ＋ｃ）に占める割合は15%～

25％で、職位が高くなるほどその割合が高くなる設計

としております。

定 性 評 価 分

（20%）
－

　また監査役の報酬については、業務執行から独立した立場であることから、業績を勘案する報酬体系は相応しくない
ため、基本報酬のみを支給することとしております。監査役の報酬限度額は2018年３月１日開催の臨時株主総会におい
て年額50百万円以内（支給対象は定款上の監査役の員数の上限5名）としております。

（３）報酬構成の概要
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報酬に占める

割合
報酬テーブル 業績連動指標

対象者

決定方針業務

執行

非業務

執行

③　業績連動型株式報酬

15％~25％*1

固定付与 － × 〇

業績連動型株式報酬は、取締役等の報酬と当社の業績

との連動性をより明確にし、中長期的な業績向上と企

業価値向上への貢献意識を高めることを目的としてお

り、業務執行取締役等には業績目標の達成度に応じた

「業績連動付与」が、非業務執行取締役には役位に応

じた「固定付与」が毎年支給されます。業績連動に係

る業績目標は、連結売上収益及び連結EBITDAとして

おります。なお、報酬総額（ａ＋ｂ＋ｃ）に占める割

合は15%～25%で、職位が高くなるほどその割合が

高くなる設計としております。なお、本制度により付

与される株式は役員退任後１年が経過するときまで継

続保有することとなっております。

業績連動付与

連結売上収益

（50%）

連結EBITDA

（50%）

〇 ×

（注） 1. 職位が高くなるほど割合が高くなる設計としております。
2. 非業務執行役取締役のうち株主からの派遣取締役には①、②、③ともに支給しておりません。

・取締役の個人別の報酬等の決定に係る委任に関する事項
　取締役の個人別の報酬等の内容は、その妥当性と客観性を確保するとともに機密性を保持するため、独立社外役員を
過半数とする指名・報酬委員会に事前に諮問しその答申を最大限尊重して、取締役会より委任を受けた代表取締役社長
執行役員CEOの田中潤が決定しております。委任した理由は、業務執行を統括する立場から俯瞰的に個人別評価を実施
することが可能であるためであります。
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区　分 対象となる
役員の員数 報酬等の総額

報酬等の種類別の総額
基本報酬

（金銭報酬）
業績連動賞与
（金銭報酬）

業績連動型
株式報酬

（非金銭報酬）
取締役
(うち社外取締役)

7名
(3)

366百万円
(35)

191百万円
(27)

77百万円
(－)

97百万円
(7)

監査役
(うち社外監査役)

3
(3)

28
(28)

28
(28)

－
(－)

－
(－)

合　計
(うち社外役員)

10
(6)

394
(63)

219
(55)

77
(－)

97
(7)

達成率（％） 評価係数（％）
n<90 0

90≦n<95 （n-90）*4+50
95≦n<100 n
100≦n<102 （n-100）*2.5+130

102≦n (n-100）*5+130

ロ. 当事業年度に係る報酬等の総額

（注） １. 上記の支給人員には、無報酬の取締役は含めておりません。
２. 取締役の金銭報酬（基本報酬、業績連動賞与）の限度額は2016年10月14日開催の臨時株主総会において年額550百万円以内

（支給対象は５名）としております。また株式報酬（業績連動型株式報酬）は、2024年5月30日開催の第８回定時株主総会
において、3事業年度ごとに600百万円以内、300,000株を上限（１事業年度に換算すると200百万円以内、100,000株）と
しております。株式報酬の対象となる取締役の員数は８名（うち社外取締役４名）であります。

３. 監査役の報酬限度額は2018年3月1日開催の臨時株主総会において年額50百万円以内としております。支給の対象となる監
査役の員数は3名であります。

４. 業績連動賞与及び業績連動型株式報酬の算定方法と評価結果
①業績連動賞与

・「イ.役員報酬等の決定方針(3)報酬構成の概要」に記載のとおり、当該報酬は連結会計上の売上収益及び当期利益の達成
度合いに応じた定量評価および個人別の活動実績や成果等の定性評価により決定しております。

・2025年2月期の連結業績について、売上収益は目標27,600百万円に対し、実績27,797百万円でした。当期利益は目標
5,800百万円に対し、実績5,883百万円でした。係る評価結果を踏まえ、業務執行取締役等に対する当期の業績連動賞与
支給額は基準額に対して132.7％となりました。（評価係数算出に用いた実績は、確定値ではなく速報値です。また、売
上収益の実績については、当事業年度中に増加した子会社の売上収益を除外した数値としております。）

②業績連動型株式報酬
・「イ.役員報酬等の決定方針(3)報酬構成の概要」に記載のとおり、当該報酬は連結会計上の売上収益及びEBITDAの達成度

合いに応じた定量評価により決定いたします。
・2025年2月期の連結業績について、売上収益は目標27,600百万円に対し、実績27,797百万円でした。EBITDAは目標

9,470百万円に対し、実績9,639百万円でした。係る評価結果を踏まえ、業務執行取締役等に対する当期の業績連動型株
式報酬の支給株数は基準株数に対して133.1％となりました。（評価係数算出に用いた実績は、確定値ではなく速報値で
す。また、売上収益の実績については、当事業年度中に増加した子会社の売上収益を除外した数値としております。）

なお、①、②の評価係数は以下のとおりです。
達成率（n）に応じて、評価係数の計算式が決定いたします。

（注）達成率（ｎ）は実績÷目標×100で算出されます。
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ハ. 社外役員が子会社から受けた役員報酬等の総額
　該当事項はありません。

④ 社外役員に関する事項
イ. 他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係
・取締役の山澤光太郎氏、矢島孝應氏及び飯泉香氏、監査役の浅枝芳隆氏それぞれの各兼職先と当社との間には特別の

関係はありません。なお、各氏の兼職の状況は「２会社の現況（３）会社役員の状況 ①取締役及び監査役の状況
（2025年２月28日現在）」に記載のとおりです。

・取締役の岡田俊輔氏は、当社株式（自己株式を除く）の13.27％を保有する主要株主の東芝デジタルソリューション
ズ株式会社の親会社である株式会社東芝の上席常務執行役員であります。その他の兼職先との間に特別な関係はあり
ません。

・監査役の大江修子氏は、TMI総合法律事務所のパートナー弁護士、カルビー株式会社の社外監査役であります。TMI総
合法律事務所は当社の顧問弁護士が所属している弁護士事務所です。当社の当事業年度における年間支払額は同事務
所の総収入の１％未満です。当社とカルビー株式会社との間には特別の関係はありません。
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出席状況及び発言状況
社外取締役及び社外監査役に期待される役割に関して行った職務の概要

取締役 山澤 光太郎
当事業年度に開催された取締役会14回のうち13回に出席いたしました。出席した取締
役会において、日本銀行及び日本取引所グループでの豊富な経験とコーポレート・ガバ
ナンスに関する知見に基づき、独立した立場から当社の経営全般に有益かつ幅広い助
言・提言を行っていただき、経営の監視・監督の役割を果たしました。

取締役 矢島 孝應
当事業年度に開催された取締役会14回のすべてに出席いたしました。出席した取締役会
において、グローバル企業のCIOとしての豊富な経験とIT業界における高い見識に基づ
き、経営全般、DXビジネスの観点と独立した立場から当社の経営全般に有益かつ幅広
い助言・提言を行っていただき、経営の監視・監督の役割を果たしました。

取締役 岡田 俊輔
当事業年度に開催された取締役会14回のうち13回に出席いたしました。出席した取締
役会において、データビジネスを展開する企業の経営者としての豊富な経験と幅広い見
識に基づき、経営全般とデータビジネスの観点から、当社の経営全般に有益かつ幅広い
助言・提言を行っていただき、経営の監視・監督の役割を果たしました。

取締役 飯泉 香
当事業年度に開催された取締役会14回のすべてに出席いたしました。出席した取締役会
において、情報セキュリティ企業における豊富な経験と高い見識に基づき、経営全般、
マーケティング及び情報セキュリティの観点と独立した立場から当社の経営全般に有益
かつ幅広い助言・提言を行っていただき、経営の監視・監督の役割を果たしました。

監査役 大江 修子
当事業年度に開催された取締役会14回のすべて、監査役会20回のすべてに出席いたし
ました。出席した取締役会及び監査役会において、弁護士としての知識や経験に基づ
き、独立した立場から取締役会及び監査役会の妥当性、適正性を確保するための助言及
び提言を適宜行い社外監査役の役割を果たしました。

監査役 浅枝 芳隆
当事業年度に開催された取締役会14回のすべて、監査役会20回のすべてに出席いたし
ました。出席した取締役会及び監査役会において、会計士としての知識や経験に基づ
き、独立した立場から取締役会及び監査役会の妥当性、適正性を確保するための助言及
び提言を適宜行い社外監査役の役割を果たしました。

監査役 岩下 成規
当事業年度に開催された取締役会14回のすべて、監査役会20回のすべてに出席いたし
ました。出席した取締役会及び監査役会において、常勤監査役として独立した立場から
取締役会及び監査役会の妥当性、適正性を確保するための助言及び提言を適宜行い社外
監査役の役割を果たしました。

ロ. 当事業年度における主な活動状況

（注）上記の取締役会回数に記載の回数のほか、会社法第370条及び当社定款第23条第２項の規定に基づき、取締役会決議があったも
のとみなす書面決議が４回ありました。
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会社の現況

報酬等の額
当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 51百万円
当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 51百万円

(4) 会計監査人の状況
① 名称　　　　　　　EY新日本有限責任監査法人

② 報酬等の額

(注) 1. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区
分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しており
ます。

2. 監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積りの算出根拠などが適切であるかどうかにつ
いて必要な検証を行ったうえで、会計監査人の報酬等の額について同意の判断をいたしました。

3. 前事業年度の追加報酬が1百万円含まれております。

③ 非監査業務の内容
　該当事項はありません。

④ 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
　監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場合は、株主総会に提出する
会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定いたします。
　また、監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合は、監査役全
員の同意に基づき会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株
主総会におきまして、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたします。
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剰余金の配当等の決定に関する方針

3 剰余金の配当等の決定に関する方針
　当社は、株主に対する利益還元を経営の重要課題として認識しており、成長性を維持するために将来の事
業展開と経営体質強化に必要な内部留保を確保しつつ、各期における業績を勘案の上、株主還元を実施する
ことを基本方針としております。内部留保資金につきましては、経営体質の強化に充当するとともに、新製
品や新しいサービスを提供するための投資・開発、M&A等の原資として活用してまいります。
　株主還元につきましては、安定的な配当に努めるとともに機動的な自己株式の取得も視野に、50％程度
の総還元性向を目標としております。
　当社の剰余金の配当は、年２回を基本方針としております。
　剰余金の配当等会社法第459条第１項各号に定める事項について、法令に別段の定めがある場合を除き株
主総会の決議によらず取締役会の決議によって定める旨、剰余金の配当基準日を毎年５月31日、８月31
日、11月30日及び２月末日のほか基準日を定めて剰余金の配当をすることができる旨を定款に定めてお
り、株主への機動的な利益還元が可能となっております。
　なお、2022年１月13日公表の中期経営方針に記載の還元政策のとおり、2023年２月期から2027年2月
期の５ヵ年につきましては、親会社の所有者に帰属する当期利益が2022年２月期の水準を下回る場合、
2022年２月期の年間の配当金42.6円を維持する方針です。親会社の所有者に帰属する当期利益が2022年
２月期の水準を上回る場合は、株主還元の基本方針に従い、50％程度の連結配当性向を目標として配当を
実施する予定です。
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連結財政状態計算書

科　目 金　額 科　目 金　額
資産の部 負債の部
流 動 資 産
現 金 及 び 現 金 同 等 物
営業債権及びその他の債権
そ の 他 の 金 融 資 産
そ の 他 の 流 動 資 産

非 流 動 資 産
有 形 固 定 資 産
の れ ん
そ の 他 の 無 形 資 産
持分法で会計処理されている投資
そ の 他 の 金 融 資 産
そ の 他 の 非 流 動 資 産

　

17,824,050
14,715,413
2,451,376
81,750
575,509

50,612,902
2,076,237
27,674,087
15,055,624
454,516
5,315,992
36,443

　

流 動 負 債 14,840,239
営業債務及びその他の債務 988,411
契 約 負 債 8,082,590
一 年 内 返 済 長 期 借 入 金 1,452,125
未 払 法 人 所 得 税 1,291,671
そ の 他 の 金 融 負 債 613,887
そ の 他 の 流 動 負 債 2,411,553

非 流 動 負 債 11,750,519
長 期 借 入 金 7,106,203
引 当 金 192,820
そ の 他 の 金 融 負 債 243,757
繰 延 税 金 負 債 4,207,737
負 債 合 計 26,590,758

資本の部
親会社の所有者に帰属する持分 41,792,393
資 本 金 1,228,008
資 本 剰 余 金 12,399,974
その他の資本の構成要素 2,059,091
利 益 剰 余 金 26,611,769
自 己 株 式 △506,450

非 支 配 持 分 53,800
資 本 合 計 41,846,194

資 産 合 計 68,436,952 負 債 及 び 資 本 合 計 68,436,952

連結財政状態計算書（2025年２月28日現在）

(単位：千円)
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連結損益計算書

科　目 金　額
売 上 収 益 28,708,071
人 件 費 △7,352,611
研 究 開 発 費 △3,300,644
外 注 ・ 業 務 委 託 料 △2,911,611
支 払 手 数 料 △1,347,043
そ の 他 の 営 業 収 益 31,269
そ の 他 の 営 業 費 用 △5,610,614

営 業 利 益 8,216,816
金 融 収 益 135,441
金 融 費 用 △102,779
持 分 法 に よ る 投 資 損 益 4,516

税 引 前 利 益 8,253,995
法 人 所 得 税 費 用 △2,347,551

当 期 利 益 5,906,443

当 期 利 益 の 帰 属
親 会 社 の 所 有 者 5,929,547
非 支 配 持 分 △23,103
当 期 利 益 5,906,443

連結損益計算書（2024年３月１日から2025年２月28日まで）

(単位：千円)
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貸借対照表

科　目 金　額 科　目 金　額
資産の部 負債の部
流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受 取 手 形 及 び 売 掛 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物 及 び 構 築 物
工 具 、 器 具 及 び 備 品

無 形 固 定 資 産
の れ ん
顧 客 関 係 資 産
商 標 権
技 術 関 連 資 産
ソ フ ト ウ ェ ア
そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
出 資 金
関 係 会 社 出 資 金
関 係 会 社 長 期 貸 付 金
敷 金 及 び 保 証 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金

　

16,152,774
13,435,783
2,276,700
729,535
△289,245

29,034,886
1,433,755
897,513
536,241

20,386,860
10,738,657
4,252,450
3,820,866
198,750
1,374,805

1,330
7,214,269
4,321,085
2,093,236
210,963
64,204
231,988
423,317
39,508

△170,034

　

流 動 負 債 13,314,325
買 掛 金 293,500
未 払 金 695,605
１年内返済予定の長期借入金 1,428,571
未 払 法 人 税 等 1,559,794
未 払 消 費 税 等 441,883
賞 与 引 当 金 584,563
役 員 賞 与 引 当 金 77,954
役 員 株 式 給 付 引 当 金 129,345
前 受 金 7,865,378
そ の 他 237,727

固 定 負 債 10,038,164
長 期 借 入 金 7,142,857
繰 延 税 金 負 債 2,704,727
資 産 除 去 債 務 190,579
負 債 合 計 23,352,489

純資産の部
株 主 資 本 19,916,097
資 本 金 1,228,008
資 本 剰 余 金 12,387,662
資 本 準 備 金 1,078,008
そ の 他 資 本 剰 余 金 11,309,654

利 益 剰 余 金 6,945,937
そ の 他 利 益 剰 余 金 6,945,937
繰 越 利 益 剰 余 金 6,945,937

自 己 株 式 △645,511
評 価 ・ 換 算 差 額 等 1,914,968
その他有価証券評価差額金 1,914,968

新 株 予 約 権 4,104
純 資 産 合 計 21,835,170

資 産 合 計 45,187,660 負 債 純 資 産 合 計 45,187,660

貸借対照表（2025年２月28日現在）

(単位：千円)
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損益計算書

科　目 金　額
売 上 高 26,905,245
売 上 原 価 4,194,619
売 上 総 利 益 22,710,626
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 16,940,263
営 業 利 益 5,770,362
営 業 外 収 益
受 取 利 息 及 び 配 当 金 105,045
そ の 他 37,939 142,985

営 業 外 費 用
支 払 利 息 63,747
支 払 手 数 料 2,674
為 替 差 損 4,219
そ の 他 2,693 73,334

経 常 利 益 5,840,013
特 別 損 失
投 資 有 価 証 券 評 価 損 199,996
固 定 資 産 除 却 損 74 200,071

税 引 前 当 期 純 利 益 5,639,941
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 2,569,451
法 人 税 等 調 整 額 △535,786 2,033,664
当 期 純 利 益 3,606,276

損益計算書（2024年３月１日から2025年２月28日まで）

(単位：千円)
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連結会計監査報告

EY新日本有限責任監査法人
東　京　事　務　所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 定留　　尚之
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 武 澤 　 玲 子

独立監査人の監査報告書
2025年４月25日

ウイングアーク１ｓｔ株式会社
　取締役会　御中

　監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、ウイングアーク１ｓｔ株式会社の2024年３月１日から2025年２
月28日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結財政状態計算書、連結損益計算書、連結持分変動計算書及び連
結注記表について監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、会社計算規則第120条第１項後段の規定により定められた、指定国際会計基準で求
められる開示項目の一部を省略した会計の基準に準拠して、ウイングアーク１ｓｔ株式会社及び連結子会社からなる企業集団
の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監
査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理
に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしてい
る。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載 内容を作成し開示することに
ある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の 報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行
を監視することにある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれて おらず、当監査法人はその他の記載
内容に対して意見を表明するものではない。
　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の 過程において、その他の記載内容
と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との 間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのよう
な重要な相違以外にその他の 記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した 場合には、その事実を報告する
ことが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に係る会計監査報告
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連結会計監査報告

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、連結計算書類を会社計算規則第120条第１項後段の規定により定められた、指定国際会計基準で求められ
る開示項目の一部を省略した会計の基準により作成し、適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。
　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切であるかどうか
を評価し、会社計算規則第120条第１項後段の規定により定められた、指定国際会計基準で求められる開示項目の一部を省略
した会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がな
いかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにあ
る。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影
響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての
判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案

し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を
入手する。

・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の
実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連
する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、
継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。
継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起す
ること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見
を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象
や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　連結計算書類の表示及び注記事項が、会社計算規則第120条第１項後段の規定により定められた、指定国際会計基準で求
められる開示項目の一部を省略した会計の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類
の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・　連結計算書類に対する意見表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を入手す
るために、連結計算書類の監査を計画し実施する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指揮、監督及び査閲に関して責
任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要
な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに
監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害
要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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会計監査報告

EY新日本有限責任監査法人
東　京　事　務　所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 定留　　尚之
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 武 澤 　 玲 子

独立監査人の監査報告書
2025年４月25日

ウイングアーク１ｓｔ株式会社
　取締役会　御中

　監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、ウイングアーク１ｓｔ株式会社の2024年３月１日から
2025年２月28日までの第９期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別
注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算
書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当
監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫
理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法
人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載 内容を作成し開示することに
ある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の 報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行
を監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、 当監査法人はその他の記載内
容に対して意見を表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程に おいて、その他の記載内容と
計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に 重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重
要な相違以外にその他の記載 内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した 場合には、その事実を報告する
ことが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類に係る会計監査報告
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会計監査報告

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適正に表示
することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が
必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるかどうかを
評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要があ
る場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がな
いかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明することにあ
る。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影
響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家として
の判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立

案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証
拠を入手する。

・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の
実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関
連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、
継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付け
る。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚
起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意
見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の
事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどう
かとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事
象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重
要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並び
に監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は
阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監査役会監査報告

監　査　報　告　書
　当監査役会は、2024年３月１日から2025年２月28日までの第９期事業年度における取締役の職務の執行に関して、

各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

1. 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

(1) 監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受けるほ

か、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

(2) 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締役、内部監

査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で

監査を実施いたしました。

① 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に

応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いた

しました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応

じて子会社から事業の報告を受けました。

② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株式

会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条

第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制

（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受

け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

③ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査

人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務

の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関

する品質管理基準」（企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めまし

た。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資

本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結財政状態計算書、連結損益計算書、連結

持分変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

監査役会の監査報告
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監査役会監査報告

2. 監査の結果

(1) 事業報告等の監査結果

①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。

②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。

③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関する

事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果

　会計監査人EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果

　会計監査人EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

ウイングアーク１ｓｔ株式会社　監査役会

常勤監査役 (社外監査役) 岩 下 成 規 ㊞
社 外 監 査 役 大 江 修 子 ㊞
社 外 監 査 役 浅 枝 芳 隆 ㊞

2025年４月25日

　

以　上
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地図

会 場
ベルサール六本木 グランドコンファレンスセンター　ROOM H,I
東京都港区六本木三丁目２番１号
住友不動産六本木グランドタワー９階

交通の
ご案内

・南北線「六本木一丁目駅」（西改札直結）
・日比谷線／大江戸線「六本木駅」５番出口より徒歩５分
※会場には駐車場の用意はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください。

六本木駅から会場
へは、５番出口を
ご利用ください。

■ 六本木駅５番出口
から地上へ。
六本木通りを
溜池山王方面へ直進。

■ 「セブンイレブン」
前を通過。
そのまま直進。

■ 住友不動産六本木
グランドタワーに
到着。

　

泉ガーデン
タワー

アーク
ヒルズ

六本木二丁目

飯倉入口

六本木
５番出口

飯倉片町

三河台公園

三井住友
銀行

もとまち
ユニオン

セブンイレブン

日比谷線
日比谷線

首
都
高
速
都
心
環
状
線

六
本
木
一
丁
目
駅六本木通り

南
北
線

六本木駅

都
営
大
江
戸
線

ベルサール六本木
グランドコンファレンス
センター

六本木一丁目駅から
会場へは、西改札を
ご利用ください。

■ 六本木一丁目駅西改札
を出ると、住友不動産
六本木グランドタワー
への直結通路になって
います。

■ 住友不動産六本木
グランドタワーの
エントランスへ到着。
正面左手の入口から入
り、エレベーターで９
階までお越しくださ
い。

　

出発地から株主総会会場まで
スマートフォンがご案内します。
右図を読み取りください。 見やすいユニバーサルデザイン

フォントを採用しています。

株主総会会場ご案内図


	表紙
	招集ご通知
	株主の皆様へ
	招集ご通知

	ライブ配信のご案内
	議決権行使についてのご案内

	株主総会参考書類
	取締役選任議案
	コーポレートガバナンス・ハイライト

	事業報告
	企業集団の現況
	当事業年度の事業の状況
	業績ハイライト
	帳票・文書管理ソリューション（BDS）
	データエンパワーメントソリューション（DE）
	注力事業ハイライト
	当事業年度の事業の状況（設備投資の状況等）
	財産及び損益の状況
	重要な親会社及び子会社の状況
	対処すべき課題
	サステナビリティ
	主要な事業内容
	主要な営業所及び工場
	使用人の状況
	主要な借入先の状況
	その他企業集団の現況に関する重要な事項

	会社の現況
	剰余金の配当等の決定に関する方針

	計算書類
	連結財政状態計算書
	連結損益計算書
	貸借対照表
	損益計算書

	監査報告書
	連結会計監査報告
	会計監査報告
	監査役会監査報告

	地図

